
1148 B．インピトロアッセイ

61　　　各社キット間における血清Ferritin値の

比較及び臨床的検討

天理ようつ相談所病院

　臨床病理部RI部門　吉村房子　下地朝夫

　血液内科　　　　　　高橋　豊

　内分泌内科　　　　　浜田　哲

62　　　消化器疾患における血清ferritin値の測

定とその悪性腫瘍診断への応用

　　四国がんセンター　内科・放射線科
　　　和田俊治，湯本泰弘，森田　稔，山本　博，

　　　近藤幸子

　　岡山大学　第一内科

　　　三谷　健

　目的：血清Ferritin（以下S－Fとする）の有用性が

血液疾患・肝疾患・悪性腫瘍などの診断治療面で認められ

っっある。今回我々はR社・H社・D社・M社の4社
のキットを用いて比較検討及び臨床検討を行なった。

　成績：①4社キットのStandard　Curve，再現性・回

収率・直線性の成績は特に大差はみられなかったがH

社のキットにっいては高値hook　effectがみられた。

②D社キットとH社キットを用いて各社の標準液の測

定を行なった結果，D社キットではR社標準液けかな

り低値，H汁標準液は約1／2，M社標準液は妾示値に近

い値を示し，H社キットではR社標準液はかなり低値，

D社標準液は表示値に近い値を示した。上記交叉測定

法による検定によってみられた結果の解離は試料測定

結果におけるキット間のパラツキにっながるものと考

えられた。③各社間のS－F値はH社は他社の測定値

に比べ2～3倍高値を示した。④正常人にっいてはR
社の男性でr15，X・－47．13女件ではn－15，叉一21．92　H

社の男性でn－17，寿152．76女性でn＝24，X＝43．3　D社

の男性でn・＝18，X－46．7女性でn＝19，叉二15．49’M社の男

性でrF　16，X＝62．98女性でn－13，jtr－32．18というはっき

りした男女差がみられたが各々のS．Dがかなり大であ

った。正常値が他の報告値より低値を示したが全検体

が報告されている正常域におり比較的高値のサンプル

が少なくS－F値の低い集団であったためと考えられ

る。⑤鉄欠食の治療前で低値・治療中・後で正常化し

貯蔵鉄の増加の指標となった。またシデロブラストよ

bも細網内皮系細胞内のヘモジデリンにより相関性が

みられた。再性不良性貧血・肝障碍・肝癌・前白血病

などで高値を示したe高値を示す所でキット間の測定

値の解離が著明であった。

　結語：4社ともに手技の容易さや基礎検討の結果で

は大差はないがH社のS－F値が他社の2～3倍を示
すこと高値hook　effectが顕著であることが問題点と

なろう。臨床面ではS－F測定が骨髄穿刺による骨髄

の貯蔵鉄の測定に代b得ることがわかr）た。悪性腫瘍

疾患でもAFP・CEA・LDH活性と並んでtumor
makerの役割をある程度期待できる。この際キット間

の測定結果の評価の仕方が一っのポイントとなろう。

　血清ferritinが体内貯蔵鉄を反映する指標だけでな

く，急性炎症や悪性腫瘍の指標として重要である。

　「第一」のSPACフェリチンキットを用い，血清
ferritin濃度を測定すると同時に血清Fe．AFP，　CEA

値を測定し，消化器系悪性腫瘍特に肝腫瘍診断におけ

る意義を検討した。　健常対象50例では男性57・6±45S

ng／le，女tr　2a4±25．0　ng／”eであった。　再現性の検

討ではIntraaSSay　variatiOn．　InteraSSay　variatiOn

はferritin濃度5・125ng／neでC．V．はそれぞれ7．2％，

10．2％（n＝12）；ferritin値6．25ng／訂でCy．は7．60／o，

9．S　go（n＝12）；ferritin値200ng／seでC．V．は5．1％，

7・2％（n＝12）と良好であった。　稀釈試験を行うと

良い直線関係を得た。鉄欠乏性貧血では全例10㎎、／■e

以下の値を示した。　3例の急性肝炎の極期では520

～650㎎／旬と高値を示し，血清Transaminase活性の

改善にやや遅れて血清ferritin　も正常化した、　原

発性肝癌20例で306±225ng／〆，14例70％に異常

高値をみた。　血清AFPが300ng／旬以下で腫瘍の直

径が6㎝以上のものでは血清ferritin値は500ng／旬
以上を示した。転移性肝癌24例　608±595ng／包，
大腸癌164±186ng／倉Z，膵癌252±98，胆道悪性腫瘍

1425±1240ng／ineと胆道系，膵癌に異常高値をとるも

のが多い。　血清ferritinとCEAとの関係では，転

移性肝癌，膵癌ではCEA値に比較してferritin値が

高い傾向がみられた。

　血清Feとferritin値との関係をみると，健常，鉄
欠貧血，良性疾患で正の相関関係（r＝O．82）がみられ

吉井らの回帰曲線を引いてみると血清鉄と比較し相対

的にferritin値の高いものが消化器系悪性腫瘍で64

％に，原発性肝癌75％，転移性肝癌78％にみられtk

　血清ferritinの測定は．鉄代謝異常．肝炎のみなら

ず悪性腫瘍の診断・治療，経過観察に有用である。
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